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声
掛
け
嬉
し

高
齢
者

年
寄
り
に

「
元
気
で
す
か
」
と

声
を
か
け

縁
先
で福

祉
話
や

老
い
の
春

老
い
の
身
に

声
か
け
止
ま
る

赤
い
バ
イ
ク

粗
品
で
も

真
心
込
め
た送

り
物

志
布
志
町
（
マ
チ
）

　
ぢ
さ
ま
ば
さ
ま
で

店
あ
ふ
れ

助
け
合
い

隣
同
士
の

交
際
（
つ
き
あ
い
）

有
難
い送

り
迎
え
の

福
祉
バ
ス

志
布
志
町
　
福
山
　
吉
連

有
明
町
　
土
橋
　
純
香

志
布
志
町
　
末
次
　
ノ
リ

志
布
志
町
　
末
次
　
秋
男

ささえあいささえあい



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
お
健
や
か
に
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
口

蹄
疫
発
生
に
よ
り
、
感
染
拡
大
を
阻
止
す

る
た
め
に
各
事
業
が
遅
延
い
た
し
ま
し
た

が
、
市
民
の
皆
様
方
や
関
係
各
位
の
多
大

な
る
ご
協
力
に
よ
り
、
つ
つ
が
な
く
開
催

で
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ

り
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
、
一
人
暮
ら
し

世
帯
、
介
護
が
必
要
な
世
帯
の
増
加
、
限

界
集
落
の
顕
在
化
、
ま
た
、
不
審
者
や
事

件
な
ど
の
多
発
、
悪
徳
商
法
な
ど
へ
の
防

犯
対
策
や
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
社

会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
地
域
で
は
、
公
的

な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
問
題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
地
域
の
現
状
の
な
か
市

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
一
人
一
人
の
個

別
の
問
題
を
地
域
全
体
の
問
題
と
し
て
捉

え
、
地
域
住
民
が
お
互
い
に
支
え
合
う
こ

と
が
で
き
る
力
を
も
っ
た
地
域
づ
く
り
、

す
な
わ
ち
地
域
の
福
祉
力
を
育
成
強
化
す

る
た
め
に
地
域
福
祉
推
進
事
業
に
取
り
組

み
、
福
祉
基
盤
や
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
を
要
す
る
方
々
を
支
え
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
お
い
て
は
、
介
護

支
援
専
門
員
や
介
護
福
祉
士
な
ど
、
有
資

格
者
の
更
な
る
増
員
を
図
る
こ
と
に
よ
り

職
員
全
体
の
質
の
向
上
に
努
め
利
用
者
や

家
族
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
の
方
々
に

信
頼
を
得
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
徹
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

う
さ
ぎ
は
、
大
き
な
耳
と
脚
力
が
特
徴

で
す
。
そ
れ
に
あ
や
か
り
、
ア
ン
テ
ナ
を

広
げ
住
民
の
声
を
素
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
俊

敏
に
積
極
的
に
行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

兎
の
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り

良
い
一
年
で
あ
り
、
飛
躍
さ
れ
る
年
で
あ

り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ

志
布
志
市

社
会
福
祉
協
議
会

 
会 
長竹井  

道
徳

町名 氏　　名 集　落 担　　　　当　　　　区

松
　
山
　
町

会　長 中 原 信 夫 宮ノ上 川端、川中、池ノ上、宮ノ上、川北、内之野、なのはな団地
副会長 坂ノ上  きよ子 西ノ原 川西、西ノ原、後町、畑中、上西中、新西中、桜山団地、みどり団地、西之原団地

〃 德 増　　 恵 中豊留 主任児童委員（新橋地区）

新　任

加世田  正　文 上豊留 宮田上、西豊留、中豊留、上豊留、下豊留、井手間、上松、あじさい団地
西 村 栄 子 川路三区 狩川一区、狩川二区、大谷、表、川路三区、川路二区、川路一区
福 岡 嘉 子 本　町 畑村釘、本町、元町、上町
山　元  加代子 上　園 上園、中原、宮下、柏木、古渡、尾野見住宅、中原団地

志
　
布
　
志
　
町

会　長 村 岡 政 美 下東谷 平山、宮地、上・下東谷
副会長 又　木  ナミ子 南下町 南下町、東・西水洗、上・下八坂

〃 米 田 司 春 稚子松 緑ヶ浜団地、若葉団地、寿町、稚子松、桜ヶ丘

新　任

有　馬  ケイ子 棚ヶ下り 東・西弓場ヶ尾、弓里、柳、下柳、棚ヶ下り
山 裾 律 子 道　場 上・下有明、仲町、道場、西町
上 原 一 昭 大　迫 曲瀬、中島、高吉、大迫
有 馬 文 雄 安　良 宮脇、安良、曙
井久保  修　二 山久保 山久保、井久保、丸岡、大越
新 地　　 誠 柳井谷 柳井谷、田床、天堤、鎌石
福 留 伸 宏 大川内 大川内、中川内、片野
中　川  由美子 佐　野 佐野、横峯

有
　
　
明
　
　
町

会　長 榎　添  登美子 元平山 下宇都、上宇都、平山、元平山、花立、上大久保
副会長 本 田　　 誠 上山重 下平野、上平野、柳谷、平野、山重団地、上山重、山重

〃 篠 原 順 子 田　淵 野神鍋、山重鍋、川添、田淵、稲荷下

新　任

菅 野 正 昭 菅牟田 菅牟田、風八重、室太郎、楢ヶ原、竹崎
森 重 晃 一 西吉村 中央吉村、中吉村、西吉村、南吉村、中原、西穂成、野吉住宅、吉村住宅、前原団地
野　村  イサ子 下通山 通山、通山住宅、山下住宅、下通山、ラフォーレ松原
八久保  米　子 押切東 押切西、押切東、春日
鍋 迫 健 二 高井田 東中組、西中組、高井田、西下、東下、前村、原田団地
藤 田　　 薫 倉ヶ崎 倉ヶ崎、曲、本地、水ノ谷
菅 野　　 勉 芝　用 芝用、沢津ヶ峯、抜谷、清水、五ヶ丘、芝用住宅、新沢津ヶ峯
樽 水　　 浩 頭方限 主任児童委員（町内全域）

　平成 22 年 12 月に民生委員児童委員の一斉改選がありました。今回は、松
山地区 4 名・有明地区 8 名・志布志地区 8 名の方々が新任民生委員児童委員
となられました。担当地区と氏名を掲載いたします。

新任民生委員
児童委員紹介
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11
月
19
日
㈮
に
志
布
志
市
金
婚
式
が

国
民
宿
舎
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
金
婚
を
迎

え
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
市
内
で
123
組
お
ら

れ
、
当
日
の
金
婚
式
に
は
68
組
の
ご
夫

婦
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
写
真
業
者
に
よ
る
お
二
人
揃
っ

て
の
記
念
撮
影
の
後
に
神
前
に
て
お
神

酒
を
受
け
ら
れ
、
50
年
と
い
う
節
目
を

祝
う
式
典
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、

竹
井
道
徳
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
挨

拶
の
の
ち
、
祝
詞
と
記
念
品
を
酒
井
滿
・

ヒ
ロ
子
ご
夫
妻
（
松
山
町
）、
村
岡
正
・

初
美
ご
夫
妻
（
志
布
志
町
）、中
之
内
操
・

ム
ツ
コ
ご
夫
妻
（
有
明
町
）
の
三
組
が

代
表
さ
れ
、
会
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
本
田
修
一
市
長
、
上
村

環
市
議
会
議
長
に
来
賓
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

　

祝
宴
は
、
中
村
史
郎
市
社
会
福
祉
協

議
会
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り

ま
し
た
。
食
事
を
さ
れ
な
が
ら
、
久
し

い
友
人
や
知
人
と
近
況
や
思
い
出
話
を

話
さ
れ
た
り
、
杯
を
酌
み
交
わ
す
な
ど
、

賑
や
か
に
会
が
進
み
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
志
布
志
町
舞

踊
会
の
春
日
寿
友
会
の
皆
様
に
よ
る
祝
儀

舞
の
披
露
と
、
愛
ゆ
み
幼
育
園
・
お
お
ぞ

ら
保
育
園
・
の
が
み
保
育
園
の
園
児
達
に

よ
る
太
鼓
演
奏
・
お
は
ら
節
・
国
旗
カ
ー

ド
を
手
話
に
て
披
露
さ
れ
、
最
後
に
は
、

園
児
達
よ
り
元
気
良
く
大
声
で
心
温
ま
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
で
頂
き
ま
し
た
。

　

金
婚
ご
夫
婦
に
書
い
て
頂
い
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
は
、
ご
夫
婦
の
金
婚
を

迎
え
ら
れ
た
苦
楽
を
共
に
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
家
族
・
周
囲
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
な
ど
、ま
た
、夫
か
ら
妻
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
紹
介
も
あ
り
皆
様
方
の
気
持

ち
が
伝
わ
る
よ
う
で
し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
出
席
さ
れ
た
方
々
に
よ

り
ま
す
自
慢
の
踊
り
や
自
慢
の
美
声
を

と
カ
ラ
オ
ケ
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
頻
繁
に

あ
り
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
農
作
業
が
忙
し
か
っ
た
け
ど
、
せ

ん
で
出
席
し
て
よ
か
っ
た
が
」「
こ
げ

ん
、
祝
っ
も
ろ
っ
ち
は
、
夢
に
も
思
わ

ん
が
っ
た
が
」
な
ど
と
多
く
の
方
々
か

ら
、
嬉
し
い
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

五
十
年
と
い
う
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
は
、
共
に
助
け
合
い
支
え
あ
っ
て

こ
ら
れ
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
喜
び
は

ひ
と
し
お
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
金
婚
式
が
皆
様
に
と
っ
て
、
通

過
点
と
し
ま
し
て
今
度
は
エ
メ
ラ
ル
ド

婚
ま
た
、
次
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
目

指
し
て
こ
れ
か
ら
も
ご
夫
婦
共
々
健
や

か
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

志布志市金婚式開催平成２２年度

式内にて、記念品贈呈の風景

５０年目のお神酒風景

「春日寿友会」石田愛子先生の祝儀舞

元気いっぱい、力強く太鼓の演奏！ 祝宴風景の１コマ
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昨
年
12
月
18
日
㈯
に
志
布
志
市
文
化
会
館
に

て
第
５
回
志
布
志
市
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
表
彰
式
に
お
い
て
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
方
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
※
敬
称
略
）

▪
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

【
表
彰
の
部
】

　

①�

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
８
年
以
上
そ

の
職
務
に
従
事
し
、
功
績
が
顕
著
で
あ
っ

て
、
現
に
在
職
し
て
い
る
者

　
　

和
田　

義
弘�

（
志
布
志
町
志
布
志
）

　
　

吉
松　

辰
志�

（
志
布
志
町
安
楽
）

　
　

黒
石　

直
博�

（
志
布
志
町
安
楽
）

　
　

村
岡　

政
美�

（
志
布
志
町
田
之
浦
）

　
　

川
野　

千
代
子�

（
志
布
志
町
安
楽
）

　
　

岩
根　

正
夫�

（
有
明
町
野
井
倉
）

　
　

曽
原　

幸
子�

（
有
明
町
野
井
倉
）

　
　

木
村　

美
代
子�

（
有
明
町
野
井
倉
）

　
　

篠
原　

順
子�

（
有
明
町
野
神
）

　
　

大
迫　

チ
ヅ
子�

（
松
山
町
新
橋
）

　
　

郡　

セ
ツ
子�

（
松
山
町
新
橋
）

　
　

今
市　

悦
子�

（
松
山
町
泰
野
）

　
　

堀
之
内　

絹
子�

（
松
山
町
泰
野
）

　

②�

社
会
福
祉
施
設
の
長
及
び
職
員
、
並
び
に

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
相
談
員
と
し
て
、
12

年
以
上
そ
の
職
務
に
従
事
し
、
功
績
が
顕

著
で
あ
っ
て
、
現
に
在
職
し
て
い
る
者

　
　

山
元　

浜
子�

（
志
布
志
町
安
楽
）

　
　

加
塩　

由
美
子�

（
志
布
志
町
帖
）

　
　

山
中　

き
よ
み�

（
志
布
志
町
志
布
志
）

　
　

津
曲　

サ
ツ
キ�

（
志
布
志
町
安
楽
）

　
　

大
峯　

洋
子�

（
志
布
志
町
志
布
志
）

　
　

和
田　

み
い
子�

（
志
布
志
町
帖
）

　
　

井
手　

恵
子�

（
志
布
志
町
安
楽
）

　
　

古
川　

百
合
子�

（
串
間
市
大
字
西
方
）

　
　

古
渡　

明
美�

（
志
布
志
町
安
楽
）

　
　

脇
田　

優
子�

（
志
布
志
町
帖
）

　

③�

社
会
福
祉
事
業
の
推
進
の
た
め
に
５
年
以
上
に

わ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
又
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
団
体
、
企
業
、
学
校
等

　
　

田
淵　

ヤ
ス
子�

（
有
明
町
伊
﨑
田
）

　
　

竹
山　

サ
ツ
子�

（
志
布
志
町
内
之
倉
）

　

④�

５
年
以
上
に
わ
た
り
、
ね
た
き
り
高
齢
者
・
重
度
心

身
障
が
い
者
（
児
）
等
を
献
身
的
に
介
護
し
て
い
る
者

　
　

迫
口　

ひ
で
子�

（
志
布
志
町
田
之
浦
）

　
　

宮
原
き
み
子�

（
松
山
町
泰
野
）

　
　

脇
田　

ヨ
シ�

（
有
明
町
伊
﨑
田
）

　
　

原
田　

純
一�

（
有
明
町
原
田
）

　
　

迫
川　

ち
ど
り�

（
有
明
町
野
神
）

　
　

川
田　

實�

（
有
明
町
野
神
）

【
感
謝
の
部
】

　

①�

社
会
福
祉
の
向
上
及
び
増
進
の
た
め
、
多
大
の

金
品
を
寄
附
し
、
又
は
そ
の
事
業
並
び
に
活
動

に
協
力
し
、
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
も
の

　
　

山
口　

い
り
子
（
志
布
志
町
志
布
志
）

▪
第
５
回
志
布
志
市
福
祉
作
文
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

【
福
祉
作
文
の
部
】

　

最
優
秀
賞

　
　

小
学
生
低
学
年
の
部

山
下　

日
奈
湖　
（
泰
野
小　

３
年
）

　
　

小
学
生
高
学
年
の
部

青
山　

未
来　
　
（
伊
﨑
田
小　

６
年
）

　
　

中
学
生
の
部

郡
山　

香
奈
江　
（
宇
都
中　

２
年
）

　

学
校
賞　
　
小
学
校
の
部　

伊
﨑
田
小
学
校

　
　
　
　
　
　
中
学
校
の
部　

宇
都
中
学
校

【
福
祉
絵
画
の
部
】

　

最
優
秀
賞

　
　

小
学
生
低
学
年
の
部

今
村　

和
輝　
　
（
伊
﨑
田
小　

２
年
）

　
　

小
学
生
高
学
年
の
部

上
田　

怜
奈　
　
（
安
楽
小　

５
年
）

　
　

中
学
生
の
部

徳
増　

美
月　
　
（
松
山
中　

３
年
）

　

学
校
賞　
　
小
学
校
の
部　

安
楽
小
学
校

　
　
　
　
　
　
中
学
校
の
部　

宇
都
中
学
校

▪
志
布
志
市
８
０
２
０
運
動
表
彰

　
　

飯
田　

正
治�

（
有
明
町
野
井
倉
）

　
　

上
野　

正
人�

（
有
明
町
蓬
原
）

　
　

春
日　

ミ
ヲ�

（
有
明
町
野
井
倉
）

　
　

久
米
村　

久
美�

（
有
明
町
野
井
倉
）

　
　

西
元　

羊
子�

（
志
布
志
町
志
布
志
）

　
　

平
瀬　

ノ
エ�

（
有
明
町
野
神
）

　
　

松
下　

武
仁�

（
志
布
志
町
安
楽
）

　
　

宮
路　

平
作�

（
志
布
志
町
安
楽
）

　
　

山
下　

滿
里
子�

（
松
山
町
尾
野
見
）

　
　

山
角　

正
治�

（
志
布
志
町
帖
）

　
　

山
中　

ミ
ヤ
子�

（
志
布
志
町
田
之
浦
）

　

12
月
６
日
㈪
に
重
度
の
視
覚
・
下
肢
障

害
の
方
々
と
そ
の
付
き
添
い
の
方
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
方
、
17
名
が
参
加
し
て
曽

於
市
と
都
城
市
に
外
出
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
よ
り
、
送
迎
バ
ス
等

で
道
の
駅
松
山
で
待
ち
合
わ
せ
、
最
初
の

目
的
地
で
あ
る
、
道
の
駅
す
え
よ
し
を
目

指
し
ま
し
た
。
一
年
ぶ
り
に
こ
の
、
戸
外

ふ
れ
あ
い
の
一
日
で
会
う
方
な
ど
が
ほ
と

ん
ど
で
、
皆
さ
ん
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

道
の
駅
す
え
よ
し
で
は
、
県
下
で
も
有

名
な
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
イ
キ
ン
グ
に
皆
さ

ん
、
地
産
地
消
の
美
味
し
い
料
理
に
ご
満

悦
の
様
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
食
事
を
済
ま
せ
ゆ
っ
く
り
と

自
由
時
間
を
過
ご
し
、
み
ん
な
揃
う
と
バ

ス
で
次
の
目
的
地
で
あ
る
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
ミ
エ
ル
都
城
駅
前
店
へ
向
か
い
ま
し

た
。
移
動
中
の
バ
ス
の
中
で
は
、
参
加
者

の
上
木
比
裟
藤
さ
ん
が
自
慢
の
ハ
ー
モ
ニ

カ
を
演
奏
さ

れ
た
り
、
色

ん
な
話
で
盛

り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

イ
オ
ン

モ
ー
ル
へ
到

着
し
た
後
、

皆
さ
ん
が
心

待
ち
に
し
て

い
た
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
タ
イ

ム
で
は
、
皆

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
行
き
た
い
店
舗
へ
と
行

動
し
ま
し
た
。
欲
し
い
物
が
見
付
か
り
喜

ぶ
方
や
ゆ
っ
く
り
店
内
を
散
策
し
て
回
ら

れ
る
方
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
で
し
た
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
イ
ム
も
終
わ
り
た
く

さ
ん
の
買
い
物
や
散
策
を
楽
し
ま
れ
、
店

内
に
て
記
念
の
写
真
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
笑
顔
が
素
敵
で
良
き
思
い
出

に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
『
是
非
ま
た
来
年
も
、
参
加
し
た
い
か

ら
連
絡
し
て
ね
』『
あ
り
が
と
う
ね
。
こ

ん
な
機
会
を
設
け
て
も
ら
っ
て
嬉
し
い
で

す
。
あ
り
が
と
う
』
な
ど
と
口
を
揃
え
て

笑
顔
で
来
年
の
再
会
を
誓
い
ま
し
た
。

第
５
回
志
布
志
市

社
会
福
祉
大
会
に
て
表
彰

平
成
22
年
度
　
障
が
い
者
戸
外
ふ
れ
あ
い
の
一
日

皆で最後に‘笑顔‘で！
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11
月
24
日
㈬
、
大
浜
緑
地
公
園
で
、
市
内

各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
い
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

全
32
チ
ー
ム
、
176
名
と
多
数
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
多
数
出
て
、
話
も
弾

み
、
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
で
交
流
が

深
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

で
は
、
参
加
料
と
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
募
金
を

全
額
共
同
募
金
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
様
方
の
温
か
い
善
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▪
募
金
額

　

・
参
加
料�

２
９
，
７
８
２
円

　

・
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
募
金�

１
１
，
１
０
１
円

　
　
　
　
　
　
　

合
計　

４
０
，
８
８
３
円

　

12
月
11
日
㈯
、
志
布
志
市
役
所
前
多
目
的

広
場
で
、
第
20
回
共
同
募
金
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
16
チ
ー
ム
、
82
名
の
参
加
が
あ
り
、
真

剣
勝
負
の
Ａ
リ
ー
グ
と
、
交
流
を
主
と
し
た

Ｂ
リ
ー
グ
に
分
か
れ
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
Ｂ

リ
ー
グ
で
は
、
笑
い
も
交
え
な
が
ら
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

皆
様
方
よ
り
お
寄
せ
頂
い
た
善
意
は
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
支
援
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
活
動
費
等
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▪
募
金
額

　

・
第
１
コ
ー
ト
（
Ａ
リ
ー
グ
）�

１
３
，
４
６
１
円

　

・
第
２
コ
ー
ト
（
Ａ
リ
ー
グ
）�

１
３
，
８
４
０
円

　

・
第
３
コ
ー
ト
（
Ｂ
リ
ー
グ
）�

９
，
９
４
０
円

　

・
第
４
コ
ー
ト
（
Ｂ
リ
ー
グ
）�
１
１
，
２
０
６
円

　

・
コ
ー
ト
外
募
金�
１
１
，
０
９
０
円

　

・
参
加
料�

１
６
，
８
０
０
円

合
計　

７
６
，
３
３
７
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
い

共
同
募
金
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
！

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
な
が
ら

共
同
募
金
へ
募
金
！

赤い羽根共同募金は「ボランティア団体の活
動支援費」としても使われています。

赤い羽根共同募金は「教職員ボランティア育成
講座」の開催事業費としても使われています。

　
今
回
は
、
餅
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
生
活
に
役
立
つ
様
々
な

情
報
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

知
り
た
い
情
報
、
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

社
協
各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

お
雑
煮
や
、
お
し
る
こ
、
揚
げ
餅
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
食
べ
方
を
楽
し
め
る
餅
で
す

が
、
ち
ょ
っ
と
油
断
す
る
と
、
す
ぐ
に
腐

ら
せ
て
し
ま
う
の
も
も
っ
た
い
な
い
で
す

よ
ね
。
そ
こ
で
、
今
回
は
餅
保
存
方
法
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

切
り
餅
を
入
れ
た
密
閉
容
器
の
蓋
裏
に
、

小
さ
な
「
貼
る
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
」
を
貼
っ

て
脱
酸
素
剤
の
代
わ
り
に
す
る
、
と
い
う

方
法
が
あ
り
ま
す
。 

　

密
閉
さ
れ
た
容
器
内
部
の
酸
素
を
消
費

し
て
低
酸
素
状
態
に
し
て
く
れ
る
の
で
、

カ
ビ
の
増
殖
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。 

　

こ
れ
で
１
月
程
度
は
持
た
せ
ら
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ち
な
み
に
鉄
の
酸
化
反
応
を
利
用
し
た

酸
素
除
去
法
で
す
の
で
、
反
応
前
の
も
の

（
つ
ま
り
新
品
の
カ
イ
ロ
）
じ
ゃ
な
い
と
効

果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
菓
子
箱
な
ど

に
入
っ
て
い
る
「
脱
酸
素
剤
」
と
原
理
は

同
じ
で
す
。 

　

反
応
が
終
わ
る
前
の
使
い
か
け
で
も
効

果
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
食
品
と
一
緒
に

入
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
こ
こ
は
新
品
を

使
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う 

。
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〜
安
良
地
区
サ
ロ
ン（
志
布
志
町
）〜

　

今
回
は
「
安
良
地
区
サ
ロ
ン
（
志
布

志
町
）」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

安
良
地
区
公
民
館
で
月
１
回
開
催
さ

れ
て
お
り
、
参
加
者
は
６
～
８
名
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
３
～
５
名
で
運
営
さ
れ
て

い
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
サ
ロ
ン
で
し
た
。

　

今
回
は
、
地
域
の
子
ど
も
会
と
の
交

流
会
を
兼
ね
て
お
り
、
日
ご
ろ
の
サ
ロ

ン
と
は
違
い
、
高
齢
者
の
方
が
５
名
と

子
供
さ
ん
が
６
名
と
栄
養
士
さ
ん
等
で

18
名
の
参
加
が
あ
り
、
子
ど
も
達
の
声

や
動
き
回
る
姿
に
参
加
者
も
嬉
々
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

部
屋
も
ク
リ
ス
マ
ス
一
色
に
飾
り
付

け
さ
れ
、
音
楽
も
心
地
よ
い
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
が
流
さ
れ
、
季
節
に
応
じ
た

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
る
作
業
で
は
、

子
供
達
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
手
を
引
か

れ
な
が
ら
顔
を
ほ
こ
ら
ば
せ
な
が
ら
挑

戦
し
た
り
、
小
学
校
の
校
歌
を
一
緒
に

唄
っ
た
り
肩
た
た
き
を
し
て
も
ら
っ
た

高
齢
者
は
笑
顔
で
し
た
。

　

ま
た
、
ケ
ー
キ
を
い
た
だ
く
時
の
皆

の
顔
は
、
老
い
も
若
き
も
口
を
大
き
く

開
け
、
そ
こ
ら
に
あ
る
幸
せ
を
全
部
食

べ
よ
う
か
に
見
え
、
私
も
お
腹
い
っ
ぱ

い
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
方
か
ら
の
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
、
参
加
者
全
員

感
激
し
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
一
時
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
歩
い
て
来
れ
る
場

所
で
、
月
１
回
集
う
場
が
あ
る
の
は
有

り
難
い
で
す
ね
。
家
に
一
人
い
る
よ
り
、

サ
ロ
ン
で
の
語
ら
い
や
出
会
い
が
刺
激

に
な
っ
て
い
る
。」
と
、
参
加
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
も
、
各
地
区
サ
ロ
ン
へ
お

邪
魔
し
、
皆
様
か
ら
大
き
な
元
気
や
優

し
い
笑
顔
を
沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
内
容
は
、
そ
の
地
区
な
り
の

特
徴
が
あ
り
、
参
加
者
の
希
望
を
取
り
入

れ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り

集
っ
て
語
り
合
う
の
が
一
番
で
す
ね
。

　

今
回
は
一
味
違
っ
た
地
域
の
交
流
で

し
た
が
、
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
く
の
で

は
と
期
待
す
る
サ
ロ
ン
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
㈮
、
志
布
志
町
女
性
連
絡

協
議
会
の
会
員
の
35
名
が
参
加
し
、
志

布
志
町
内
に
住
む
80
歳
以
上
の
独
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
等
の
400
名
へ
ち
ら
し
寿

司
を
作
り
配
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

写
真

　

今
年
度
は
早
め
の
贈
り
物
と
な
り
ま

し
た
が
、
一
年
の
早
さ
を
噛
み
し
め
な

が
ら
、
高
齢
者
の
方
々
と
年
の
瀬
を
迎

え
ら
れ
る
喜
び
を
実
感
で
き
た
活
動
と

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

見
守
り
対
象
と
な
っ
て
い
る
高
齢
者

等
の
方
々
へ
元
気
に
新
年
を
迎
え
て
頂

こ
う
と
松
山
町
と
有
明
町
で
は
「
手
打

ち
そ
ば
」
を
作
り
配
食
し
ま
し
た
。

　

松
山
地
区
は
12
月
22
日
㈬
に
36
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
参
加
に
よ
り
、

182
名
の
方
々
へ
配
食
し
ま
し
た
。

　

有
明
地
区
は
年
越
し
目
前
の
12
月
30
日

㈭
に
民
生
委
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
な
か
よ
し
」
な
ど
の
方
々
40
名
が
対
象
者

241
名
分
を
作
り
配
り
ま
し
た
。
両
地
区
（
松

山
・
有
明
）
と
も
手
作
り
の
ダ
シ
汁
と
薬
味
、

そ
し
て
し
っ
か
り
と
こ
ね
ら
れ
た
ソ
バ
と
共

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
内
の
高
齢
者
の
笑
顔
が
協

力
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
方
へ
の

年
の
瀬
の
贈
り
物
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
志
布
志
市
内

の
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

を
市
民
編
集
員“
有
馬
ケ
イ
子
さ
ん
”

の
取
材
の
元
、
紹
介
し
ま
す
。

志
布
志
市
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
方
か
ら

温
か
い
年
の
瀬
の
贈
り
物

細
ぉ
～
く 

長
ぁ
～
く 

手
打
ち
そ
ば

良き記念に、皆でハイチ～ズ！

志
布
志
地
区

松
山
地
区
・
有
明
地
区
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「
ど
ん
ぐ
り
の
会
」
は
、
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者
が
毎
週
金
曜
日
午
前
中
に

集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
き
っ
か
け
は
、
親
子
で
何
か

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
な
い
か
と
い
う

数
組
の
親
子
の
発
想
か
ら
で
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
約
17
年
間
、
た
く
さ

ん
の
友
達
の
輪
が
広
が
り
現
在
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
内
容
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
歌
、
四
季
折
々
の
工
作
、

簡
単
な
お
も
ち
ゃ
作
り
で
す
。
主
な
活

動
場
所
は
市
立
図
書
館
で
す
が
、
時
に

は
屋
外
で
お
散
歩
が
て
ら
緑
陰
読
書
を

し
た
り
、シ
ャ
ボ
ン
玉
、ど
ん
ぐ
り
拾
い
、

た
こ
あ
げ
等
し
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
や
お
楽
し
み
会
等
、

季
節
も
存
分
に
味
わ
え
る
内
容
が
盛
り

沢
山
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
遊
び
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。

　

志
布
志
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
る
方
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
け
ど
、
何
処
に
相

談
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
」
と
お
困
り

の
方
な
ど
い
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
相
談

下
さ
い
。

　

今
、
現
在
の
募
集
希
望
は
、
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
鈴
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
ま
す
。
内
容
と
し
ま
し
て

は
、
左
記
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

①�

市
報
が
発
行
さ
れ
る
と
同
時
に
、

会
議
を
開
き
、
誰
が
ど
の
記
事
を

読
む
か
決
め
ま
す
。

　

②�
自
分
の
日
程
で
都
合
の
つ
く
日
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
録
音
機
器
に

て
朗
読
録
音
し
ま
す
。

　

③�

社
会
福
祉
協
議
会
及
び
有
明
開
発

農
協
様
が
編
集
し
た
テ
ー
プ
や
Ｃ

Ｄ
を
利
用
者
宅
へ
届
け
ま
す
。

　

活
動
内
容
な
ど
、
気
に
な
っ
た
方
や

詳
し
い
話
し
を
聞
き
た
い
方
は
、
志
布

志
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

～
問
い
合
わ
せ
先
～

　
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会 

志
布
志
本
所

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

☎
４
７
２

−

１
８
０
０

子
育
て
サ
ロ
ン

「
ど
ん
ぐ
り
の
会
」
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
コ
ー
ナ
ー

広報紙「ささえあい」モニター・編集員募集！
◇広報紙モニターとは。
　市民の声を取り入れ、分かりやすくより親しまれる
広報紙となるように、広報紙に対するご要望やご意見
をいただきます。
◇どんなことをするの。
　２か月に１度、志布志市社会福祉協議会より送付さ
れるアンケート用紙に回答していただきます。
◇対象者は。
　志布志市内に住所を有し、平
成 23 年４月１日現在、年齢が
満 18 歳以上の方で広報紙に関
心のある方。
◇謝礼は。
　３千円を任期終了後にお渡し
します。

◇応募先
　〒 899-7103　志布志市志布志町志布志 3222-1
　志布志市社会福祉協議会

　（市健康ふれあいプラザ内）
　Fax：472-1593
　E メール：info@shibushi-syakyo.jp
◇お問い合わせ先
　志布志市社会福祉協議会志布志本所
　☎472-1800  担当：地域福祉係（新地）

　◇応募方法
　広報紙モニター、編集員をそれぞれ３名募
集します。
　①はがき、②ファックス、③Ｅメールなどで、

「モニター希望」または「編集員希望」と明
記して、①郵便番号、②住所、③氏名、④性別、
⑤電話番号、⑥職業を記入して、応募先ま
でご応募下さい。なお、応募多数の場合は、
年齢・地域性等を考慮した上で、決定し、決
定者のみ通知いたします。

◇任期
決定の日から、
平成２４年３月３１日
までです。

◇応募期限
平成２３年
２月１８日㈮必着

◇編集員とは。
　市民の目線に立った分かりやすく親しみの持てる広報紙「ささ
えあい」となるように、広報紙の記事やご意見をいただきます。
◇どんなことをするの。
　①志布志市社協広報紙「ささえあい」の記事作成
　　（※内容は広報委員会の中で決定します。）
　② 広報紙「ささえあい」に対する提言、志布志市社

協の照会への回答
　③広報委員会への出会
◇対象者は。
　①志布志市内に住所を有し、年齢が満 20 歳以上の方
　②広報編集員に進んで協力する熱意の有る方
　③ 志布志市の福祉推進について、公共的視野で考

えられることが出来る方
◇謝礼は。
　○広報委員会出会………２千円（１回あたり）
　○取材……………………２千円（１回あたり）

⬅⬅
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第
3
0
号
 2
0
1
1
.1

　

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
ご
寄

附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
22
年
11
月
１
日
か
ら

平
成
22
年
12
月
28
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

上
天
神　

山
裾
幸
良　

故
ノ
シ

上
志
布
志
屋
敷　
山
口
ア
ツ
子　

故
長
則

平　

山　

山
田
行
雄　

故
ナ
ル

丸　

岡　
山
迫
サ
チ
子　

故
佐
久
良

天　

神　

松
永
美
保　

故
清
次

鳥
井
下　

大
町
民
江　

故
博
美

昭
和
台　

森
元
道
代　

故
道
江

若　

宮　
城
戸
内
雅
子　

故
虎
男

天　

堤　

持
留
米
子　

故
渉

天　

神　
鹿
島
美
保
子　

故
藤
實

八　

野　

酒
匂
三
好　

故
ミ
ナ
イ

昭
和
台　

竹
井
昭
子　

故
保

牧　

野　

黒
木
光
弘　

故
カ
ヨ

香　

月　

松
井
英
一　

故
一
男

新　

町　

北
山
利
彦　

故
ハ
ツ
エ

若
浜
中
央　
谷
口
セ
ツ
子　

故
盛
次

茨
城
県　

今
田
幸
生　

故
冨
子

宝　

満　

中
野
ミ
エ　

故
兼
義

六
月
坂　

林　

裕
暢　

故
安
楽
ミ
サ
エ

潤
ヶ
野　

閏
野
陽
一　

故
正
春

平　

床　
吉
松
チ
リ
モ　

故
裕
人

都
城
市　

谷
口
季
次　

故
辰
子

松　

波　
日
中
世
津
子　

故
千
恵
子

安　

良　

柚
木
康
弘　

故
サ
ト
ヱ

下
田
屋
敷　

簑
輪
軍
一　

故
ス
ナ

清　

水　
吉
田
美
智
子　

故
道
夫

提　

口　
若
松
キ
ミ
コ　

故
月
弘

朝
日
町　

藤
田
紀
子　

故
武
光

下
野
井
倉　

稲
付
利
昭　

故
吉
元
ミ
ツ
ギ

東
大
久
保　
奈
良
迫
キ
ク
ノ　

故
光
次

下
野
井
倉　

上
野
ス
ミ　

故
卓
志

曲　
　
　

春
田
忠
幸　

故
良
子

前
原
団
地　
圖
師
美
穂
子　

故
忠
人

中
央
吉
村　
上
野
ス
ミ
カ　

故
武
光

野
井
倉　

有
馬
純
治　

故
フ
ヂ
ノ

沢
津
ヶ
峯　
津
留
ナ
ミ
エ　

故
喜
作

久
木
迫　
久
木
迫
ミ
サ
子　

故
竹
大

五
ヶ
丘　
梅
ケ
迫
幹
男　

故
ナ
ミ

野
井
倉　
中
川
路
輝
夫　

故
ハ
ツ
エ

通　

山　

野
口　

嵐　

故
エ
ツ
子

丸　

岡　

丸
﨑
哲
郎　

故
ア
キ

東
原
西　

萩
セ
ツ
子　

故
輝
夫

本　

地　
地
口
テ
ル
子　

故
正
直

鹿
屋
市　

中
萩
知
治　

故
文
枝

川　

路　

渡　

克
昭　

故
勝
美

重　

田　

円
福
昭
子　

故
義
範

荷　

返　

野
添
政
治　

故
ミ
エ

通　

山　
米
戸
冨
美
子　

故
中
野
サ
ヤ
子

川
路
３
区　

中
村
楠
雄　

故
ツ
ル
子

上
中
村　

新
村
正
規　

故
ツ
ヤ
子

有　

野　
大
保
フ
ミ
エ　

故
治
男

桃　

木　

山
下
壽
治　

故
チ
マ

内
之
野　

和
田
敬
男　

故
レ
イ
子

宮
崎
市　
加
世
田
節
郎　

故
ア
ヤ
子

野
久
尾　

吉
原
た
み　

故
ス
ミ
カ

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
そ
お
鹿
児
島
農
業
協
同
組
合

２
８
，
３
５
９
円

・
志
布
志
市
商
工
会
女
性
部

１
０
，
０
０
０
円

（
敬
称
略
）

・
京
都
市　

鮫
島
福
子　

本 
多
数

・
茨
城
県　

今
田
幸
生衣

類　

多
数

・
川
﨑
龍
海 

ソ
バ
粉　

90
キ
ロ

・
㈲
藤
田
プ
ロ
パ
ンプ

ロ
パ
ン
ガ
ス

心配ごとがありましたら…
相談内容等の秘密は厳守します。ぜひ、
お越し下さい。なお、相談料は頂きません。〜金銭、年金、家族、住宅、ご近所トラブルなど〜

２月 ･ ３月の日程

●：志布志地区 472-1800
　　（健康ふれあいプラザ内）
●：松山地区　 487-2001
　　（老人福祉センター内）
●：有明地区　 474-0310
　　（市民センター内）

相談時間
10：00〜15：00

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
新
コ
ー
ナ
ー
と
し
ま

し
て
、
川
柳
・
短
歌
・
俳
句

を
通
じ
て
、
今
以
上
に
幅
広

い
年
齢
層
の
市
民
に
福
祉
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
広

く
福
祉
に
興
味
を
持
っ
て
頂
き

た
く
、
募
集
致
し
ま
す
。

○
応
募
方
法

　
・�

氏
名
又
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

町
名
を
記
入

　
・一人
二
作
品
ま
で

　
・�

ハ
ガ
キ
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル

　
※�

電
話
に
よ
る
応
募
は
致

し
ま
せ
ん
。

○
応
募
締
切

　
平
成
23
年
２
月
４
日
㈮
ま
で

○
掲
載
に
つ
い
て

　
・
平
成
23
年
３
月
26
日
発
行

　

�「
さ
さ
え
あ
い
」
第
31
号
に

掲
載
予
定

『
ふ
く
し
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
』

募
集
し
ま
す
。

〒 899-7103
志布志町志布志 3222-1
TEL：472-1800
FAX：472-1593
E-mail：
info@shibushi-syakyo.jp

志布志市
社会福祉協議会
（志布志市健康ふれあいプラザ内）

松
山
地
区

有
明
地
区

志
布
志
地
区

※日程は変更になる場合があります。右記までお気軽にお問合せ下さい。
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